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要介護認定とその変遷  

要介護認定の基本的な考え方  

ケア時間：本来ならば申請者ごとにタイムスタディ（48時間）が必要  
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代替案として認定調査でケア時間を推計  

要介護認定の変遷  
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平成21年度コンピュータ判定ソフトの改訂について  

○これまでの経過   
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平成20年9月   

～11月  

モデル  

事業  

（第2次）   

対象：全市町村  

対象者：30，817人  

平成19年   

11月   

要介護認定  

調査検討会  

（公開）  

平成19年1月   

～3月  

高齢者介  
護実態調  
査   

対象施設：60  

平成19年12月   

モデル  

平成18年   

10月、12月   

要介護認定  

調査検討会  

（公開）  
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要 調査   
要介護認定  

調査検討会  

（公開）  

（第1次） 対象：129市町村  

（公開）  

対象者：約3500  対象者：34，401  

追加した項目  

のうら判定に  

有効な6項目  
を追加するこ  

とに決定  

検証（別紙参照）  調査結果から、82  
項目＋6項目－14  
項目   

⇒74項目に変更す  
ることを決定  

現行の82項目  
に加え110項  
目を調査するこ  

とを決定  

2  



要介護認定の流れと平成21年度改正における3つのステップ改善点  

【対応】  
【課題】   【要介護認定の流れ】  

最終判定結果  
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認定調査のバラツキの軽減と検証結果  
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まとめ  

検証方法とその結果  コンピュータ  

改定内容  

認定ソフト（調査項目82→74等）  

審査会資料（指標の一部を削除）  

認定調査テキスト（プレが生じる定義  
を見直し、特記事項の重要性強調）  

審査会テキスト（特記事項から適切  
な要介護度を判定する方法を解説）  

審査会テキスト  

導入により更に  

適切な判定へ   
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今後の対応について  

① 通知の発出  

・新たなテキストに基づく特記事項の記載の励行  

⇒ 審査会の重視  

。審査に不服がある場合への対応強化  

⇒ 市町村における窓口対応の強化  

⇒ 対処法（審査請求、区分変更）の周知徹底  

⇒ 自治体での迅速な対応を依頼  

② 制度改正後の検証（要介護認定実態調査）  

・新旧の制度の各要介護度の構成割合の比較 など  
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認定調査のバラツキに伴う審査判定結果（要介護度）のバラツキのイメージ  

（新）変更後  （旧）現行  

要介護4を  
し  
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